
【表】プロポーザル評価表

Ａ（５点） Ｂ（３点） C（０点） 評価 ⽐率 配点

業務実績 優れている ⼗分である ⼗分でない ×５ 25

(1)業務実施体制の妥当性
・業務実施に必要な実施体制を整え、業務遂⾏能⼒が⾼い
体制か

優れている 妥当である 妥当でない ×３ 15

(2)関係機関との連携体制の妥当
性

・関係機関との連携体制に具体性、確実性はあるか 優れている 妥当である 妥当でない ×２ 10

(1) 業務に対する考え⽅の妥当性
・業務の趣旨及び⽬的を⼗分理解しているか
・業務内容に関する具体的なイメージができているか

優れている 妥当である 妥当でない ×５ 25

(2) 業務実施⼿法の妥当性
・業務を実施するための具体性、確実性はあるか
（実施⼿法が適切か、学校における調査研究の具体がイ
メージできるか、等）

優れている 妥当である 妥当でない ×５ 25

(3) 業務実施⼿法の⾰新性 ・業務の実施⼿法に⾰新性、将来性はあるか 優れている 妥当である 妥当でない ×３ 15

(4) 業務実施⼯程（スケジュー
ル）の妥当性

・仕様書の内容を満たす計画となっているか 優れている 妥当である 妥当でない ×３ 15

ヒアリング 理解度・専⾨技術⼒
・業務に必要な専⾨的知識を持ち、質問に対して的確な受
け答えができているか

優れている 妥当である 妥当でない ×４ 20
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